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竹中大工道具賠は三自に近いこの地に竹中工務店が設置 したものである。手のスキル研究

部会の見学は 「人の技が為 したものは何か」を考 えるFe好の機会であつた。

人が製作 したもののつ 1は 作品であ り,他 の 1つ は道具である。言 うまでもな く道具は人

間の為 しうる運動や機能の範囲を拡大させる。 「道具は人間の機rlCの拡張 Jで あると同時に

「外界 と人間 との分在物」でもある。つまり機能体 としての役割 と緩衝体 としての役割があ

る。 このFB者の役着」を期待 して人間は道具を扱 う。

博物館の 1聴 は 「道果の歴史」をテーマに展示 している。古代の道具によつて法隆寺は建

立 された。この法隆寺 までには経は無い。わが国最古の本造建築である法隆寺の建造の過程

でようや く掘が登場するが,そ の性能は未だ十分ではな く完全な機能を果た していなかつた。

今 日のような台飽 (だいがんな )は な く, iや りがんな」である。いわば小刀の延長である。

中世にな つて今日の大工道具の大半が生まれた。何よりも製材法の革新がある。大掘 (おが )

のは来が建築技術の革新につながつている。 「曽ける」,「 裂 く」といつた 「打ち割 り製材J

か ら 「大鋸引 き」による製材が可能になつた。前者では良材でなければ製材できなかつたも

のが,後 者では材 を選ばずに製材可能になつたのである。近世に至 ると大工仕事の分イヒが進

行 し,こ れに伴う道具の分化が進行 した。これ らを辿ると,道 果は歴史の中で建造物の建立

と共に発展 してきたことが理解できる。これは近代建築の建設 と共に工法や機械が開発され

ていることと同質のもの と言えるだろう。

博物館の 2階 は 「木 と匠 と道具」のテーマで震示 している。木割 り,規 姫 ,影 亥Ⅲ等の基本

的な施工の方法 手 段の体系が確立 して くる過程が見て取れる。技を技術 として晨3述 し,匠

の知的な活動成果が込め られている。これを具体化する校の担い手が道具であ り,手 の働 き

であるといえよう。 3,営は 「道具 と殺治」で展示 している。収蔵 されている移 しい道具類 ,

名品類は見ていて飽 きがこない。一つ一つの道具製作者の意図や生み出す技がその背後に見

て取れる。

手で撮 る道具の柄の部分について気がか りなことがあつた。遺具の遅 りの部分の断面形状

である。大き く分けると精円 と円形の 2積 がある。よ く見ると精円のものは利き手で操作す

る物であるといえる。あるいは道具の使用に力を要する物は悔円になつているようである。

一方 ,円 形のものは小物道具や細工道具に多 く,力 を要 しない物 といえる。利 き手でない道

具 という言い方もあ り得 る。手で道具を回 しなが ら使用するものは円形になつているようだ。

また 1柄 の部分の大い物 と綱い物 とがあるが ,力 を要する物や両手で握るような物は太 くな

つている。綱 い柄は手の助 きを機敷に行 つた り,微 細な駒 きを伴 う物に多い。また,道 具が

使用 される場面を想定 しても形状を決定 しているのである。柄の長 さや曲が り等は これによ

るところが多い。

この他に展示されていないヨーロッパの道具を見せていただ く機会があつた。収蔵 してい

る道具は文イヒの相違そのものであった。基本的な形状には共通する ところが多いが ,基 本操

作の違 い (押すか引 くか といつた違 いなど)や 由南形状の多用などは独特の違いを際だたせ

ており,文 化の違 いを表 しているに他ならない。この追具を見て思い起 こすのは三昧線 とバ

イオ リンの連 い,尺 八 とフルー トの違いである。楽器の形状を少なか らず連想させた。よ く

考えてみ るとその国の文イしは匠の技の文イしてもあつたのである。作業を通 してヨーロツパの

文化がその地のEの 技の文化を有んでいたのである。職人的労的は ヽつの文化園 ,エ リアを

形成 していた と理解する方が得心がゆ く。よ くよ く考 えてみると,我 々は手の労働を単に日

先の現象 としてとらわれている間にすつか り文“しとして形成 されていたのである。

道具は人間の歴史,思 考 ,経 験を生活 という世界で作 り上げてきたものである。人間 とい

う貧相な体 を腿 という武器によつて手に反映 し,道 具を作 り上げて きたのた。手は労働のた

めの器官であるばかりでな く労働の所産でもある。その手が脳のイし身であるとすれば道具は

また手の化身でもある。大工道具の歴史 と技の変連 ,匠 の知落 というものをまのあた りに し

て′ 「人の技が為 したものは何か」を考えたひ とときであつた。
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大工道具 の保存 と技術継承の拠点 と しての竹中大工道具億

「手の スキル研究部会」が竹中大工道具館を訪間 したのは、 1 9 9 4 年 3月 2 0日

(日)で ある。前 日 ( 1 9日 )は 、初 めて大 阪市立大学生活環境学科 (岡田 明 幹

事担当)で 開催 されたが、訪問は研究部会の一環で ある。 竹中大王道具館で は、渡

辺  晶 主任研究員の案内で膨大な資料 を拝見す ることがで きた。大工道具 はす ぐに

使 える状態で保存 されてい る。 「工匠の精神 や道具鍛冶の心を後世 に伝 えて い くJ

ことが原点であるとい う1 )。その中にもはや伝説 となっている名工千代鶴是秀 の大

工道具 がある。是秀 についての逸語 は 「目の眼」
い に紹介 されているので省 くが、

当時の道具作 りの職人 と大工 との真剣勝負 の様子がひ じひ しと伝わ って くる。 今 日

道具作 りの後継者がいない。伝統技術 の継承 とい うことについて社会的評価 は余 り

に低い。渡辺主任研究員は 「王匠の精神 Jや 「道具鍛冶の心Jが 「非科学的Jと か

「前近代的」 な もの として しか受 けとめ られ ない ことを心配 されてい る。

当研究部会 に対 して研究 の機会 と貴重 な時間をさいて下 さった竹中大王道具館 の

皆様 に感謝いた します。
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